
都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

展
示
内
容

①
縄
文
時
代
と
は
？

約
１
万
年
以
上
も
続
き
、
土
器
や
弓
矢

が
発
明
さ
れ
た
縄
文
時
代
。
南
九
州
の
縄

文
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

【
資
料
】
平
松
遺
跡（
高
崎
町
）
出
土
土
器

な
ど

②
縄
文
人
の
住
ま
い

竪
穴
建
物
と
呼
ば
れ
る
半
地
下
式
の
家

で
暮
ら
し
て
い
た
縄
文
人
。
建
物
跡
か
ら
、

当
時
の
家
の
造
り
や
生
活
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。

【
資
料
】
十じ

ゅ
う

三さ
ん

束づ
か

遺
跡（
上
水
流
町
）
出
土

土
器
な
ど

③
縄
文
人
の
調
理
法

土
器
の
発
明
に
よ
り「
煮
る
」
と
い
う

新
た
な
調
理
法
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

調
理
場
跡
な
ど
か
ら
、
当
時
の
調
理
法
を

紹
介
し
ま
す
。

遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
モ
ノ
は
、
土
器
や
石
器
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
掘
調
査
で

は
、
当
時
の
食
べ
物
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、
縄
文
時
代
の
食
に
焦

点
を
当
て
た
展
示
を
行
い
ま
す
。
縄
文
人
は
何
を
ど
の
よ
う
に
調
理
し
て
い
た
の
か
。
食
を

通
し
て
縄
文
時
代
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　
文
化
財
課　
☎
23
－
９
５
４
７

【
資
料
】
岩
立
遺
跡（
五
十
町
）
出
土
土
器

な
ど

④
縄
文
人
が
食
べ
た
も
の

山
菜
や
海
産
物
、
木
の
実
、
動
物
な
ど

季
節
に
合
わ
せ
て
旬
の
食
材
を
食
べ
て
い

た
縄
文
人
。
実
際
に
調
査
で
見
つ
か
っ
た

食
べ
物
を
紹
介
し
ま
す
。

【
資
料
】
王
子
山
遺
跡（
山
之
口
町
）
出
土

炭
化
ド
ン
グ
リ
な
ど

⑤
狩
猟
・
漁
労
・
採
集
・
栽
培

狩
り
の
道
具
と
し
て
使
用
さ
れ
た
弓
矢

や
槍
。
発
掘
さ
れ
た
道
具
か
ら
、
ど
の
よ

う
に
し
て
食
べ
物
を
手
に
入
れ
て
い
た
の

か
を
紹
介
し
ま
す
。

【
資
料
】
白は

く

山さ
ん

原ば
る

遺
跡（
郡
元
町
）
出
土
石

槍
な
ど

⑥
稲
作
の
は
じ
ま
り

縄
文
時
代
の
終
わ
り
頃
に
伝
わ
っ
て
き

た
稲
作
文
化
。
都
城
盆
地
の
稲
作
文
化
の

始
ま
り
を
紹
介
し
ま
す
。

【
資
料
】
黒
土
遺
跡（
大
岩
田
町
）
出
土
米

混
入
土
器
な
ど

⑦
１
万
１
千
年
前
の
縄
文
ム
ラ
発
見
！

昨
年
度
ま
で
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
た

相
原
第
１
遺
跡（
山
之
口
町
）
の
調
査
成

果
を
速
報
で
紹
介
。
初
公
開
資
料
で
す
。

【
資
料
】出
土
土
器
、
炭
化
ド
ン
グ
リ
な
ど

◉
会
期

５
月
20
日
㈮
～
９
月
４
日
㈰

※�

月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合

は
そ
の
翌
日
）は
休
館

◉
開
館
時
間　
９
時
30
分
～
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

◉
入
館
料

大
人
２
２
０
円（
１
６
０
円
）

高
校
生
１
６
０
円（
１
１
０
円
）

小
・
中
学
生
１
１
０
円（
50
円
）

※(　

)

は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

縄文時代のムラの様子（画：早川和子氏）

炭化したドングリ（王子山遺跡出土）

縄文土器
（十三束遺跡出土）

縄文土器
（相原第１遺跡出土）

縄
文
に
ド
キ
ッ
！

　
食
と
く
ら
し
と
縄
文
人
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